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教育活動における教員の記録情報利用

中学校教員を対象に実施した質問紙調査

The　School　Teachers’　Use　of　Recorded

Information　at　Educational　Activities
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　　　In　order　to　know　types　of　recorded　information　school　teachers　need　in　relation　to

their　activities，　the　use　of　recorded　information　by　school　teachers　was　surveyed．　Types

of　recorded　information　is　classified　into　twelve　categories．　Three　main　areas　of　activity

are　identified，　i．e．，　the　teaching　of　specific　subjects，　the　extra－curricular　activities　and　the

guidance　＆　discipline．　A　questionnaire　was　sent　to　217　subjects　randomly　selected　from

14　lower　secondary　schools　in　three　typical　Tokyo　Metropolitan　Wards．　92　completed　qu－

estionnaires　（42％）　were　returned．

　　　Major　findings　are：　1）　in　all　areas　of　activity，　school　teachers　use　recorded　information

directly　relating　to　their　everyday　activities　more　than　theoretical　information．　2）　But　re－

lative　use　of　types　of　recorded　information　is　different　among　areas　of　activity．　That　is，

practical　information　is　used　more　frequently　at　teaching　of　specific　subjects　and　extra－

curricular　activities．　More　information　on　specific　subjects　is　used　at　teaching　of　specific

subjets　than　the　others．　Considerable　use　of　theoretical　information　is　found　at　guidance

＆　discipline．
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1．は’じめに

　今日，小学校から高等学校に至るまでの学校教育にお

いて，様々な問題が生じており，教育の在り方が社会的

にも高い関心事となっている。そのような中で，教育現

場に関わる教員の資質が問われ，その改善策として初任

者研修をはじめとする，文部省など行政側による施策が

なされつつある。しかし，行政主導型の研修を増やした

としても，それらが教員の実際のニーズを満たすもので

なければ，十分な効果を期待することはできない。むし

ろまずなされるべきことは，教員が教育現場でどのよう

な事を知りたがっているか，すなわちどのような情報を

本当に必要としているかを明らかにして，それに応えて

いくことである。

　本来教員は，日常の教育活動において起こるさまざま

な問題や教育活動上の情報要求に，教育の専門家として，

教員独自の方法で対処していると考えられる。また，社

会の変化や教育問題の深刻化に伴って，教員が情報を必

要とする度合いは増している。さらに，教員養成課程で

基本的な知識を身につけていても，常によりよい教育を

行おうとするならば，新しい教育技術や教育方法に敏感

でなければならない。そのためにも，適切な情報を入手

する必要性は高い。

　しかし，教員がどのような情報を必要としているかに

ついては，今日まで顧みられることが少なく，調査研究

もあまりなされていない。また我が国の学校図書館や教

育研究所などの状況をみても，教育現場で実際の教育に

i携わる教員に対しては，情報提供サービスがほとんど行

われていないに等しい。このような状況を改善するため

にも，まず教員が何を必要とし，何を利用しているのか

を明らかにする必要がある。

　教員はさまざまな形態の情報源によって情報を入手し

ている。例えば図書や雑誌を読んだり，研究会や研修に

参加したり，同僚の教員に尋ねるなどの方法によって情

報を入手する。このように図書や雑誌などの「記録物」，

研究会や研修などの「機会」，同僚などの「人」は，いず

れも教員にとって貴重な情報源と考えることができる。

　従来の研究ではこれらの「人」や「機会」，「記録物」

など形態の異なる情報源を混在させたまま利用頻度の比

較を行っているものが多い。しかしそのために，個々の

形態に関しては緻密さを欠く研究に終わってしまってい

る。

　そこで，本稿ではこのうちの図書や雑誌などの記録さ

れた情報源に対象を限定し（以後「記録情報」と呼ぶ），

教員が利用している記録情報にはどのようなものがあ

り，これらが教育活動でどの程度利用されているかを調

べることにした。そして，記録情報の内容に踏み込んだ

分析を加えることにより，教員の記録情報利用の特徴を

明らかにする試みを行った。（なお「記録情報」に対し，

「機会」や「人」を「口頭情報」と呼ぶ）。

　また一口に教育活動といっても，授業や生活指導など

の多様な活動がある。今日までの研究では，教育活動の

種類の違いに着目していない。教員がよく利用する情報

源はなにかという事のみを調べており，どの教育活動で

どの情報源を利用しているのかは明らかでない。しかし

授業や生活指導など，教員の個々の活動はそれぞれが非

常に性質の異なるものであるので，記録情報をどの活動

でも同じように利用しているとは考えにくい。そこで，

教員が記録情報をどの程度利用しているかを，表面的に

調査するのではなく，さまざまな教育活動ごとの利用状

況を調べることにした。それぞれの教育活動で必要とさ

れる記録情報の違いを明らかにすることで，今後，教育

活動に密着した情報提供を考察するための一助となるか

らである。
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II．教育活動と記録情報の利用

A．教員の行う教育活動

　教育活動とは，児童生徒の行う学習活動を指導的な立

場から援助する，教員の行う活動である。それゆえ児童

生徒が受けている教育内容から教育活動がどのようなも

のか考察することができる。

　現在，我が国の学校教育では，学習指導要領によって

「各教科，道徳及び特別活動」の三領域から教育課程が

編成されており，それに沿って教育が行われている。教

員はこの領域を中心とした授業や指導を，生徒に対して

行っている。また教員の行う仕事は，これらの「対生徒

の仕事」だけではない。これらの活動を効率よく行うた

めには，校務分掌や行事計画などの「学校経営」に関わ

るさまざまな業務を行う必要がある（第1図参照）。

　しかしながら，教員が行うこれらの仕事は，生徒が社

会生活に必要な知識・技能を身につけ，健全に成長する

ことを最終的な目標として行われる。すなわち，すべて

の仕事が最終的には，生徒の教育という目標に向けてな

されていると考えることができる。それゆえ，「学校経

営」は「対生徒の仕事」を支える補足的な仕事であり，

「対生徒の仕事」は教育の目標と直接関わる中心的な仕事

であるといえる。また「対生徒の仕事」は教員の専門的

な知識や技能がより深く問われる領域であり，それだけ

に適切な情報を入手する必要が高いと考えられる。本稿

では，この「対生徒の仕事」に範囲を限定して，以後こ

れを「教育活動」とする。

　第1図を参考にすると，教育活動の種類は以下の5種

類に分けることができる。

　A．教科指導・…各教科・道徳の授業や指導（準備・

　　　実施・評価），試験など。

　B．特別活動…・学校における諸活動の指導。生徒活

　　　動（生徒会活動／クラブ活動／学級活動）の指導や

　　　助言，学校行事の指導など。

　C．生活指導・…生徒が人間として健全に成長するた

　　　めの指導。例えば非行やいじめ，登校拒否などの

　　　問題をもつ生徒に対する指導など。

　D．進路指導…・進学や就職のための指導や助言。

　E．部活動…・課程外のクラブ活動における指導。

　　　　　　　　（特別活動のクラブ活動とは別の活動）

なお，このうちEの部活動は第1図に含まれていないが，

通常現場では教育活動とみなされているのでここに加え

ることとした。

A．学校経営・・・…学校の運営全体に関わる仕事

　　・教育目標の確認

　　・教育課程の管理

　　・対生徒の仕事を調整する

　　・教職員（人事・研修）について

　　・校務分掌

　　・地域・環境（PTA）の実態を把握

　　・学校行事（年間計画）に関する

　　・その他

B．対生徒の仕事・・・…　生徒に関する仕事

　　（1）教科指導（道徳も含む）＊＊2

　　　　・各教科・道徳の授業・指導（準備・実施・
　　　　　評価）

　　　　・試験（定期・不定期）

　　（2）教科外指導

　　　　①特別活動…学校における諸活動の指導

　　　　　・生徒活動（生徒会活動／クラブ活動／学級

　　　　　　活動（学級で行なう諸計画を含む））の指

　　　　　　導・助言

　　　　　・学級指導（注意など）

　　　　　・学校行事の指導

　　　②生活指導（生徒指導）・…生徒が人間とし

　　　　　て健全に育っていくための指導＊＊3

　　　　　・個人的適応指導

　　　　　・社会性・道徳性指導

　　　　　・健康指導

　　　　　・純潔指導

　　　　　・安全指導

　　　　　・余暇指導

　　　③進路指導

　　　　　・生徒自身が能力・適性を知るようにさせ

　　　　　　る

　　　　　・進路に関する説明会や指導を行う

　　　　　　　第1図　教員の仕事＊＊1

注記1以下の文献を参照した。
　　　　細谷俊夫ほか編．教育学大事典第4巻東京，
　　　　第一法規，1978，P．381－383．

　　　　中野目直明編．教育情報の収集・整理・活用．

　　　　東京，明治図書，1974，204P．

　　2　道徳は本来，教科指導とは異なる指導である
　　　　が，授業という形式で行われることには変りな

　　　　いため，ここでは教科指導に含めてある。

　　3　飯田芳郎ほか編．“2生徒指導の領域と機能”．

　　　　生徒指導事、典．東京，第一法規，1968，p．53－

　　　　80．
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B．教育活動に必要な知識

　教育活動は，様々な情報源から様々な情報を入手しつ

つ行われていると考えられる。そして教員が頭脳に取り

込んだ情報は，その教員の知識となる。教員はその知識

を，効果的な教育活動を行うために活用する。記録情報

の種類にどのようなものが存在するか考察する前に，教

員が必要とする知識について考えたい。

　どのような知識を教員が必要とするのかは，例えば教

員養成課程において履修することとなっている科目を見

てみると，その手掛かりを得ることができる。教員養成

課程は1988年に改正となり，1990年度の入学者から適

用されることとなった。この新しい養成課程は，従来の

「教育原理」「教育心理学，児童心理学」「教材研究」「教

科教育法」といった科目指定から，領域指定に切り替え

られている1）。この領域は，大別すると「教科に関する

専門教育科目」と「教職に関する専門教育科目」とに分

けられる。「教科に関する：専門教育科目」では，国語，社

会，数学といった，それぞれの教員志望者が専門とする

教科の分野について，専門的な知識を学ぶ。また「教職

に関する専門教育科目」では，以前の分類でいえば教育

原理や教育心理学といった教育の本質・制度に関するこ

とや児童生徒の心理について，また教科・道徳・特別活

動それぞれの教育方法について，さらに生徒指導（生活

指導）について学び，それらを教育実習において実際の

教育活動として体験する。

　このように見てくると，教員が必要とする知識には教

育学の知識もあれば，実際の指導方法に関する知識あ

るいは教育行財政に関する知識など，さまざまな知識が

含まれることがわかる。教員の行う教育活動を参考にし

つつ，教員養成課程で履修する内容，教員が利用する図

書・雑誌・紀要などの内容を踏まえて，教員が必要とす

る知識を以下のようにまとめた。

a．

b．

c．

d．

e．

f’

g・

h．

教育観・…教育とは何か，教師とは何かなど。

教育学の知識…・基礎的な教育学や教育心理学な

ど。

実践的な教育学の知識…学習方法の理論など。

教育行財政についての知識

教材・教科書や資料についての知識

　・…どのような教材があるかなど。

教科の分野に関する専門的知識

具体的な授業方法や指導方法についての知識

　・…どのように指導すれぽ効果的かなど。

生徒の行動や心理についての知識

　　　　…・生徒は何を考えどう行動するかなど。

　i．　個々の生徒の行動や成績，心理状態

　教員はこれらの知識を，ある時は意識的にまたある時

は無意識に利用し，それらを何らかの形に統合して教育

活動を行っていると考えられる。教員自らが既に持って

いるこれらの知識を高め増やすためには，自分の知識以

外の所から情報を得る必要がある。上記の知識のうち，

i．は児童生徒に接し，観察することによって得る知識で

あるので，ここで定義された記録情報は利用しない。し

かしそれ以外の知識は，教員が自らの専門性を高めるた

めにさまざまな記録情報を用いて入手していると考えら

れる。そこで次に，これらの知識を得るために使用する

記録情報にどのようなものがあるかを見てみたい。

C・教員の利用する記録情報

1．　先行研究での記録情報の種類

　これまでの研究では，情報源をいくつか列挙し，口頭

情報と記録情報とを混在させたままそれらを一律に比較

し，口頭情報の利用が多いという結論を引き出している

ものが多い。記録情報のみに焦点をあてた研究はまだほ

とんどない。そして口頭情報と記録情報を一律に扱って

いる研究では，記録情報の分類も大まかであり，図書・

雑誌といった形態によって分けているだけの場合が多

い。

　Frank　B．　Murrayは，研究者や教員が管理職である

場合を想定し，教育問題上の決断を要求された場合に，

どのような情報源を信頼して参照するか調査してい

る2）。そこでは以下のように比較的具体的な記録情報が

挙げられている。（ただしMurrayも記録情報と口頭情

報とをはっきりと区別しておらず，これら以外に「大学

教授」「テレビスペシャル」という口頭情報も同時に挙

げている。）

　・教育研究雑誌

　・教員向け専門雑誌

　・大学テキスト

　・ニュース雑誌（週刊）

　・合衆国教育局公報

　・新聞

この研究では，「教員向け専門雑誌」や「合衆国教育局公

報」を，教員は最も良く信頼しているという結果が出て

いる。

　またBath大学のINFROSS（Investigation　into

Information　Requirements　of　the　Social　Sciences）
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の研究では，教員にとって必要な情報のタイプと，それ

を得るために利用している情報源についてのインタビュ

ー調査を行った3）。それによれば，5つにカテゴリー化

した情報のタイプのうち，「主題に関する情報」と「教育

動向や開発に関する情報」を入手するときの情報源とし

て，記録情報が挙げられている。「主題に関する情報」は

「新しいテキストブック」などから，「教育動向・開発に

関する情報」は「ポピュラーな教育雑誌」から入手して

いた。またこの研究では，学術的な雑誌や教育実践に関

する図書はほとんど利用されないという結果が出てい

る。

　Dai　Hounsell等4）は、，人や教職センター（teachers

center）などをインフォーマル，研修・会議や図書・雑

誌などをフォーマルな情報源として大別した。このフォ

ーマルな情報源の中に記録情報がいくつか挙げられてい

るが，大まかな分け方である。ただここで注目すべきな

のは，新聞と雑誌を「一般」と「教育関係」とに分けて

提示していることである。Hounsell等の情報源の中か

ら記録情報のみを引き出すと以下のようになる。

　・図書やレポート

　・新聞や雑誌（一般）

　・新聞や定期刊行物（教育関係）

この研究結果では，「図書やレポート」が，最も利用頻度

が高くかつ有効な情報源となっている。しかし，これは

Bath大学の研究結果と矛盾している。その原因として，

Hounsell等の「図書やレポー1・」というカテゴリーが

非常に大まかなため，図書の中に一般の図書から教育の

専門図書までさまざまなものが含まれてしまい，利用頻

度が高いという結果になったとも考えられる。図書とい

ってもその内容が一般のものか，教育実践に関するもの

か，研究に関するものかという区別をしなければ，教員

がどのような情報を求めているかがはっきりとわからな

い○

　また，教員の記録情報の利用を実際に調査したもので

はないが，教員が必要とする記録情報を提示している研

究がある5）。これは，ERIC（Educational　Resources

Information　Center）システムで扱われる情報が，今ま

で教員向けのものではなかったことを省みて，ERICシ

ステム内に教員向けの情報ファイルを作成しようと試み

たものである。ファイルを作成していく段階で，教員に

有効であると考えられる情報源のリストを作成してお

り，かつそれらを内容からいくつかのカテゴリーに分類

している。第2図がそのリストである。

〈カリキュラム開発や授業を支援する資料〉

｝　・学習活動パッケージ／モジュール

，　・学習単元
i　・カリキュラム手引き

i．授業計画
1　’11．
1　　・ゲーム

　　・練習問題

　　・絵入雑誌／新聞

　　・課題カード

〈実践的アドバイスを提供する資料〉

　　・雑誌記事を編集したもの

　　　（同一トピックで実践者向けの雑誌より収集）

　　・実践事例

　　・広報資料

　　・ハンドブック

1　・管理職ガイド

1＜情報を要約・統合している資料＞

1　・研究の要約

　　・研究の統合

r＜論急鰍朝性の開発を提供する資料＞

1　・教材，教具
1　．童証
L　日晒

一「

　i

　i

第2図　ERICの教員向け情報ファイルにおける記録情
　　　　報

　これらの記録情報の中には，授業で教員が児童生徒に

提示するゲームや課題カードなどの「教材」と，実践事

例や研究の要約などの「教員が自らの知識を高め専門性

を開発するための情報源」とが，両方含まれている。こ

のうち以下の記録情報が，教員にとって特に有効である

としている。

　・研究の要約

　・研究の統合

　・カリキュラム手引き

　・教材・教具

　・学習活動パッケージ／モジュール

　・書誌（解説）

　・実践事例

　・学習単元

　・授業計画

　・ハンドブック

またこれらの記録情報は，アメリカ合衆国の教育事情を

反映したものであるともいえる。日本では教科書に従っ
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て授業を進める教員が多いのに対して，合衆国では教科

書にこだわらず多様な教材を用いた授業を計画する教員

が多い6）。　また教科書は他の参考書や教材と厳密に区別

されておらず，教え方や教材等の利用が基本的には教員

の自由に任されている7）。そのために，これらのような

記録情報をより多く活用する必要があると考えることも

できる。

　我が国では，教員の情報ニーズや実際の情報利用行動

というよりは，学校内で教員向けの記録情報を効果的に

活用するために，どう整備したらよいのかという側面か

ら研究が行われてきている8）。そのためこれらの研究で

扱われる情報源は，初めから記録情報に限定されている

場合が多い。新潟県立教育センターでは，県内の公立幼・

小・中・高・特殊教育学校を対象に，学校はどのような

研究活動を行っているか，また教員はどのような資料

（記録情報）を利用しているかについての調査を行ってい

る9）。　そこでは以下のような記録情報の分類をしてい

る。

　・書籍

　・雑誌

　・学校の研究誌（研究紀要等）

　・研究機関の研究誌（教育センター，教育委員会）

　・新聞

　・学会誌（大学紀要等）

この調査の結果，教員は「書籍」を最もよく利用してお

り，次に「雑誌」がよく利用されていた。「学会誌（大学

紀要等）」は最も利用程度が低いという結果が出ている。

校種別にみた場合は，特殊教育学校で「学校の研究誌（研

究紀要等）」の利用が書籍に次いで雑誌よりも高い結果と

なっているが，他は「書籍」・「雑誌」の利用が多い。

　また千葉県総合教育センターでは，学校に入ってくる

記録情報が各学校でどのように整理されているかという

ことと，教員はそれらをどのように活用しているかにつ

いて調査を実施している10・11）。教員個人に対するもので

はなく学校側への質問として調査がなされているが，以

下のような記録情報の種類が質問項目にあげられてい

る。

　・一般の定期的な教育関係の刊行物（雑誌等）

　・一・般の教育関係図書

　・教育センター等の研究紀要類

　　・文部省，県，地方教育委員会の刊行物

　　・各学校，研究会で報告される研究紀要，レポート類

この調査では，各記録情報の利用程度に大差はないとい

う結果が出されている。またあくまでも学校側に対する

質問であるので，教員のニーズを反映しているかどうか

はわからない。

2．記録情報のカテゴリー化

　以上の記録情報の分類を概観してみると，それぞれの

研究で異なる分け方がされており一一貫性がない。形態別

に見た場合には，これらの記録情報は大きく「図書」「雑

誌・新聞」とに分けられる。しかし，そこからどのよう

な知識を得ているかを知るためには，ERICが行ってい

るように，形態によってだけでなく，内容も加味して記

録情報を分類する必要がある。例えばHounse11等の提

示したような「図書やレポート」という分け方は，非常

に大まかすぎてわかりにくい。図書といっても，その内

容には基礎的な教育学を主体としたものと実践に関する

専門的なもの，あるいは事例集などがあり，それぞれ教

員がそこから得る知識は異なるであろうし，利用の仕方

や程度も違うはずである。それゆえ内容の違いによって

図書を分けることが必要である。さらに「雑誌・新聞」

についても同様のことがいえる。Hounsell等は「一般」

と「教育関係」とに分けて提示しているし，Murrayは

雑誌を「教育研究雑誌」と「教員向け専門雑誌」とに分

けている。やはり内容の違いによって分けることが必要

である。この点を踏まえたうえで，教員が利用する記録

情報をカテゴライズした。分類を行うにあたっては，都

立教育研究所図書室に設置されている図書・雑誌類ある

いは我が国で出版されている記録情報を参考にし，かつ

インタビューから得られた現場の教員の意見も考慮し

た。

　まず「図書」は基礎的な教育学・心理学を扱った高度

な専門図書と，教育実践に関しての理論や方法論を提示

している専門図書とに分けられる。また現在，教育関係

の図書として，教育学を養うようなさまざまな図書や，

教科ごとの指導事例集などが数多く出版されているた

め，これらも加える必要がある。また，各教科書の手引

書として教科書の指導書がある。我が国の教員は概して

教科書を中心に授業を進める傾向があるとされているた

め，教科書の指導書もよく活用されていると予想され，

これも事例集とは分離することが望ましい。こうして

1）教育学や心理学などの高度な専門図書，2）教育実践

に関する専門図書，3）教育観などを養う図書，4）指導

事例集，5）教科書の指導書があげられる。

　次に「雑誌・新聞」であるが，これは教育専門のもの

と一般のものとが考えられる。教育専門の雑誌には，『中

一一
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ア．教育学や心理学などの高度な専門図書

イ．教育実践に関する専門図書（教育実践の理論やノ

　　ウハウ）

ウ．教育観などを養う図書

工．大学の研究紀要や学会誌

オ．学校・教育研究所（網野市立）の研究紀要

力．教育研究会や研究発表会の報告書

キ．研修や講座などでの配布資料

ク．教育専門の雑誌や新聞

　　（例えば『中学教育」，教科教育の雑誌，『日本教

　　育新聞』など）

ケ．特定の主題分野の知識を得るための雑誌や図書

　　（例えば文学作品や評論，一般の科学雑誌など）

コ．一ﾊのi雑誌や新聞（例えば『朝日新聞』「News－

　　week』など）

サ．教科書の指導書

シ．指導事例集（市販されているもの）

第3図　教育活動に必要な記録情報

学教育』などの学校教育全体に関連するものや，r月刊国

語教育』r現代英語教育』などの教科教育に関連したも

のとが含まれる。教育専門のものと一般のものとでは内

容が異なっているので，6）教育専門の雑誌や新聞，7）一

般の雑誌や新聞のように別々にした方がよい。

　しかし以上に分類した記録情報の中には，紀要類が含

まれていない。大学・学校　（小・中・高等学校）・教育

研究所等で発行される「紀要」には，主にそれぞれの機

関で行われた調査や研究が発表されている。しかしこの

「紀要」も，大学の紀要と学校の紀要とでは内容が非常に

異なっている。大学での研究はどちらかというと教育学

や心理学などの基礎的な教育学を対象とした研究が多

い。それに対して学校や地域の教育研究所で行われる研

究は，教育実践に直接関連するような指導方法や教育問

題等の研究が主である。そこで研究の内容から「紀要」

を8）大学の研究紀要や学会誌，9）学校・教育研究所

（都区市立）の研究紀要の2種に分けることが妥当と考

えられる。

　また現場の教員の話を聞いてみると，一年に2回行わ

れる日教組主催の全国教育研究集会という研究発表会に

参加する教員がおり，研究発表会後に作成される報告書

等も活用していることがわかった。この研究発表会では

教員が自分で研究した指導方法やそれを実践した結果な

どが発表される。そこで全国教育研究集会に限らず，こ

のような10）教育研究会や研究発表会の報告書もあげ

るべきであると考えた。

　そして各地域の教育委員会や教育研究所・教育センタ

ー等では，経験年数に応じて教員に課される研修や，各

担当教科の指導方法を学ぶ研修が行われたり，あるいは

自主的に参加する講座（研修と呼ぶ地域もある）が開催

されている。これらの研修や講座で配布される資料をよ

く活用するという意見も，現場教員より聞かれたため

11）研修や講座などでの配布資料も加えた。

　さらに直接に教育を対象とした内容の記録情報ではな

いが，教科指導で担当する教科の専門分野の知識を得る

ために，例えば国語であれば文学作品，理科であれぽ科

学雑誌などを教員は活用している。これらは教科によっ

て形態は同一でないと予想されたが，12）特定の主題分

野の知識を得るための雑誌や図書として加えることにし

た。このように教員が教育活動に必要な知識を得るため

の記録情報として，以上の12種類のカテゴリーが考え

られる（第3図）。

III．記録画報の利用実態調査

A．調査の目的

　教員が利用する記録情報について今日までに行われて

きた先行研究では，記録情報の分け方が大まかであった

ため，それらの記録情報を利用して教員はどのような知

識を得ているのか，明確にわからなかった。この調査で

は内容が判別できるように記録情報を分類したが，それ

によって教員が入手している記録情報がどのようなもの

であるのか，より詳しく明らかにしたい。特に，教育活

動という側面から記録情報の利用を分析することによっ

て，どの教育活動でも記録情報は同じ使われ方をするの

かどうか，あるいはもし違うとするならばどのような違

いかを明らかにし，教員の情報ニーズをより明確にした

いと考える。そのためには，実際に教育現場で活動して

いる現役の教員に対して調査を行う必要がある。

B．調査対象

　調査にあたりまず問題となったのが調査対象である。

時間的な制約もあるので，小学校・中学校・高等学校す

べてに渡って調査を行うことは不可能である。そのため，

調査対象をいずれかに限定して調査を行い，そこから一

般的な特徴を導き出す必要がある。そこで今回は，原則

的に一人一教科を担当し，義務教育の中に含まれる，中

学校の教員を対象に調査を行うことにした。また補足イ

ンタビューを行いたいと考えていたため，訪問可能な範

一　145　一一一



教育活動における教員の記録情報利用

囲から対象者を選ぶ必要があった。そこで東京都23区

内に範：囲を絞った。また23区内でも，区によって人口

数や産業構造が異なり，教育政策も異なると予想された

ため，産業構造に地域の特性が強く出ていない区で調査

を行うことにした。というのは，今回の調査の目的が教

員の記録情報利用の一般的傾向を明らかにすることであ

るので，なるべく偏らないデータを収集したいと考えた

からである。そこで，この23区より産業構造上の特徴

が強く出ている農業地域，工業地域，商業地域を選び出

して，調査対象から外す必要がある。産業構造上の特徴

が強い区は次のように選ぶことができる。

〈産業構造上の特徴が強い区〉

　・農業地域・…産業別就業人口構成比のうち，一次産

　　業の比率の最も高い，東京都内の区市町村，上位5

　　位までを選んだが12），該当する区はなかった。

　・工業地域…・区市町村内にある工場の従業員数が最

　　も多い区市町村，上位5位に含まれる区13）。

　　　　大田区，板橋区，足立区，葛飾区，墨田区

　・商業地域…・年間販売額が最も多い区市町村，上位

　　5位に含まれる区14）。

　　　　千代田区，港区，中央区，台東区，新宿区

　次に教育施設が同程度に整備されている区を選ぶ方が

よいと考え，区内に20校以上の学校があって，かつ全

国教育研究所連盟加盟の教育研究機関（区立の教育研究

所や教育センター）が存在している区を選んだ15・16）。以

上の作業の結果，「世田谷区」「杉並区」「練馬区」の3区

が選出できた。

　しかし，同一区内でも個々の学校の生徒数（学校の規

模）が異なれば，指導方法に差が生じて，記録情報の利

用にも影響を与える可能性がある。そこで，学校規模が

極端に小さい学校と大きい学校を除くことにした。東京

都内の公立の中学校数は665校あり（1989年度），それ

らの規模を学級万別に分類した場合，11学級以下の小

規模な学校と，22学級以上の大規模な学校は該当する

学校数も少ない1’i）。そこでこれを対象から外し，12学級

以上21学級以下を対象範囲とした。

　また調査対象者数の限界もあるため，この中から無作

為に対象者を抽出することにした。そこで，各区の中学

校数に比例して，世田谷区5校，杉並区4校，練馬区5

校の計14校を無作為に抽出した。また，特に音楽，美

術，保健体育，技術・家庭の各教科は，教科内容の性質や

指導方法などが他の5教科とは非常に異なっていたし，

各学校に配属される教員数も少ないことがわかった。そ

こで今回は，各校の5教科（国語，数学，理科，社会，

英語）担当の教員全員，合計218名を調査対象とした

（ただし，講師は対象外とする）。

C．調査方法

　まず質問紙調査を行い，それにインタビューを補足す

ることで，質問紙調査の結果をよりわかりやすく分析し

たいと考えた。質問紙調査に先立って，教員が活用して

いる記録情報の種類を確認するために事前インタビュー

を行う必要があったが，時間的な都合もあり，千葉県佐

倉市立の中学校教員9名に対して実施した。

　インタビュー結果を踏まえて質問紙を作成し，再度同

校の協力を得てプレテストを行った。このプレテストは，

事前インタビューを行わなかった教員19名に対して実

施した。また，東京都の事情を確認するため，都内公立

中学勤務の教員1名にも同様のプレテストを行い，補足

インタビューを実施した。その結果から，質問紙に補足

修正を加え，最終的な質問紙を作成した。（付録参照）

　本調査では，抽出した教員218名のうち，名簿に住所

の記載のない1名を除き，217名の自宅に質問紙を郵送

した。また，質問紙の最終頁でインタビューの可否を尋

ね，承諾の確認を取ることのできた教員5名をとり，補

足インタビューを行うことにした。

IV．記録情報の利用の実態

　質問紙調査の結果，93名より回答があった。無効回答

である1通を除いて92通，約42％の回答率を得た。

さらに回答者のうち，インタビュー許可を得られた5名

に対し補足インタビューを実施した。以下に教員の記録

情報の利用実態を，調査結果に基づいて述べる。

A．情報ニーズの強い教育活動

　各教育活動における記録情報の利用状況を調べる前

に，情報に対するニーズの強さが，教育活動によってど

のように異なっているかをまず見てみたい。というのは，

教育活動の中でも，教員の情報要求が強く起こる活動と

そうでない活動が，当然あるものと考えられるからであ

る。

　調査では教員が自分にな：い知識を入手する必要性の高

い教育活動を，「最も必要」と「次に必要」な活動とし

て，一つずつ回答してもらった。その結果が第4図であ

る。これによれば，「教科指導」は，「最も必要」と回答

した回答者のみでも55人（61．8％）と一番多い。また，
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　　　　　　教育活動

第4図　情報の必要な教育活動（「：最も必要」「次に必要」

　　　　の両者に回答している89名に占める割合）

「次に必要」を合わせた回答者の割合は75．3％となり，

回答者の7割以上が「教科指導」を情報入手の必要が高

い教育活動であると答えている。

　次にニーズが高いのが，「生活指導」と「進路指導」で

ある。「最も必要」と回答した教員は「生活指導」では

19．1％，「進路指導」で13．5％存在した。「最も必要」と

「次に必要」の両者を合わせると，約半数の教員がそれ

ぞれを情報が必要な教育活動であるとしている。

　教員は，その教育活動の多くの時間が「教科指導」に

あてられており，毎日数時間ずつ，担当しているいくつ

かのクラスで授業を行っている。また，教科指導が上手

く行えなければ教育活動は非常に惨めであるとインタビ

ューで語った教員もおり，「教科指導」が教育活動の中で

は非常に中心的で重要な活動であることがうかがえる。

その教科指導をよりょく行うためには，効果的な指導方

法を常に探求していく必要がある。そのため，情報入手

の要求が高い結果となったと考えられる。

　また次にニーズの高かった「生活指導」と「進路指導」

は共に，最近，多くの教育問題が生じている領域に関連

する指導である。登校拒否・いじめ・校内暴力などの学

校内で生じる問題や，少年犯罪の増加によって，学校の

教員が対処しなくてはならない問題が増えてきている。

それとともに受験戦争が激化するなかで，生徒の希望す

るよりよい学校へ進学させるために，進学先の各校の特

徴や合格レベルを調べ，生徒に適切な指導を行わなけれ

ばならない。このように「生活指導」と「進路指導」は

両者とも，教員の関心が非常に高まっている活動であ

る。またこれらの活動における問題は，生徒個人の人間

性や将来に関わっていて複雑かつ深刻であるため，教員

の適切な対処が非常に重要になってくる。それだけに，

これらの活動を援助する情報を的確に入手する必要が高

いと考えられる。

　これに対し，「特別活動」や「部活動」の回答者は少な

い。この両者の教育活動は，学校行事や学級活動，主に

放課後に行われる自主的な部活動での指導であり，生徒

の学校生活や学習活動を補足する意味合いの強い教育活

動である。それゆえ，決して不必要ではないが，中心的

な教育活動ではない。そのために，情報を入手する必要

もそれほど強くないという結果が出たものと考えられ

る。教育活動の領域の中では，「教科指導」をはじめとし

て「生活指導」，「進路指導」が情報ニーズの強い活動で

あるといえる。

B．教育活動上，特に必要とされる知識

　教育活動でどのような記録情報を利用するかというこ

とは，どのような知識を得る必要があるかということと

非常に密接に関わっていると考えられる。必要性の高い

知識であればそれだけ1その知識を得るための記録情報

は利用程度も高くなると思われる。そこで，教員が必要

とする知識が何であるかも同時に明らかにしておきたい

と考えた。

　質問紙調査では，教育活動を行うためにそれぞれの知

識をどの程度必要とするか，「1　とても必要とする」「2

ある程度必要とする」「3　あまり必要としない」「4　ま

ったく必要としない」の4段階で回答してもらった。さ

らに教育活動を行うにあたって必要の強い知識のうち，

教員自身の知識の外部から「情報」として入手する必要

性の高い知識をあげてもらった。

　まず，教育活動を行っていくために必要な知識は，第

5図のような結果となった。必要性の高い知識として，

「f．教科の分野に関する専門的知識」，「e．教材・教科書

や資料についての知識」，「9．具体的な授業方法や指導

方法についての知識」，rh．生徒の行動や心理について

の知識」，「i．個々の生徒の行動や成績，心理状態」が

あげられる。特にrf．教科の分野に関する専門的知識」

は，「1　とても必要とする」と「2　ある程度必要とする」

を合わせると，100％の回答者が必要性の高い知識と考

えている。また「a．教育観」も比較的必要性が高い。

　これに対して必要性の低いのは，教育学の知識である。

「c．実践的な教育学の知識」はある程度必要とされてい

るものの，基礎的な教育学や心理学などの知識である
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第6図　入手する必要の高い知識

「b・教育学の知識」は非常に低い。また「d．教育行財政

についての知識」は調査した中では最も必要性が低かっ

た。

　次に，これらの知識を情報として入手する必要がある

のかどうかを確認するため，外部から情報として入手す

る必要性の高い知識を選択してもらったところ，第6図

のような結果になった。この図のパーセンテージは，全

回答者92名に占める各知識についての回答者の割合を

示している。「e・教材・教科書や資料についての知識」，

「f・教科の分野に関する専門的知識」，「9．具体的な授業

方法や指導方法についての知識」などが外部から入手す

る必要性の高い知識である。そしてrc．実践的な教育学

の知識」やra．教育観」，「h．生徒の行動や心理について

の知識」も，比較的入手する必要性があるといえる。つ

まり・教育活動での必要性が高い知識（第5図）が，大

体のところ外部から入手する必要性も高い結果となっ

た・ただ「i・個々の生徒の行動や成績，心理状態」は外

部から入手する必要は低い（10．9％）。この知識が，今回

の調査対象とした記録情報を利用してではなく，日常の

教育活動を通して入手されるためと考えられる。

　この結果をまとめると，教育活動を行っていくために

は，一般的にみて教科指導をはじめ具体的な教育活動に

直接関連する「知識」が特に必要とされている。このよ

うな知識は，教育活動での具体的な指導を行うときに，

すぐに役立つ知識である。そして反対に，教育学につい

ての知識は必要とする度合いが低い。実践的な教育学の

知識はそれでも比較的必要とされているが，基礎的な教

育学や心理学の知識の必要性はとても低くなっている。

そして教育行財政についての知識は，調査した中では最

も必要性が低かった。つまり，実際の教育活動に直接関

係してくる知識ほど，教員は必要としており，教育学・

教育行財政などの背景的な知識は比較的必要性が低いと

いうことができる。

　そして，教育活動での必要性が高い知識は，外部から

入手する必要性も高い。つまり教育活動上で必要な知識

は，教員が自分自身で持っている知識だけで十分なので

はなく，情報として外部から入手する必要があるという

ことになる。このように，教員が必要とする知識や外部

から入手する必要の高い知識は，教員の情報ニーズが生

じる知識領域であり，教員が活用する記録情報の傾向と

も密接に関連していると考えられる。

C．教育活動における各記録情報の利用程度

　教育活動の違いによって，情報ニーズの強さが異なる

ことがわかったが，これらの教育活動は活動内容の性質

が違うため，その活動を行っていく時に必要となる知識

や記録情報も異なると予想される。

　そこで今回は，各教育活動の中から「教科指導」「特別

活動」「生活指導」を選び，これらの活動を行うにあたっ

て，よく利用し役立てている記録情報は何かを明らかに

した。教育活動の中でこの3つの活動を選んだ理由は，

「教科指導」と「特別活動」は学習指導要領に含まれる

「各教科・道徳，特別活動」に該当しており，これらの活

動での情報ニーズが高いのではないかと予測したこと

と18），選んだ3つの領域で利用している記録情報が，今

回定義した記録情報のカテゴリーに大体従っていること

が，事前インタビューでわかったためである。
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第7図　教科指導における，各記録情報の利用程度

　そこで調査では，この3つの各教育活動において，カ

テゴライズした12種類のそれぞれの記録情報を利用す

る程度を，「よく利用する」「ある程度利用する」「ほと

んど，まったく利用しない」の3段階で回答してもらっ

た。

1．　教科指導

　まず第7図が，教科指導における利用程度の結果であ

る。「ケ．特定の主題分野の知識を得るための雑誌や図

書」を，「よく利用する」割合が非常に高い（58．7％）。ま

た，「サ．教科書の指導書」，「イ．教育実践に関する専門

図書」，「キ．研修や講座などでの配布資料」，「コ．一般

の雑誌や新聞」も，「よく利用する」という回答率が高

い○

　反対に，「ほとんど，まったく利用しない」記録情報の

回答者の方が「よく利用する」「ある程度利用する」を合

わせた回答者よりも多い記録情報として，「エ．大学の

研究紀要や学会誌」，「ア．教育学や心理学などの高度な

専門図書」，「ウ．教育観などを養う図書」がある。特に

「エ．大学の研究紀要や学会誌」を利用しない教員が回

答者の68．1％，「ア．教育学や心理学などの高度な専門

図書」で62．0％も存在した。

　「ケ．特定の主題分野の知識を得るための雑誌や図書」

をよく利用する割合が非常に高かったのは，担当の教科

の主題領域に関する知識を教員になってからも入手する

必要があるためと考えることができる。この記録情報は，

例えば国語であれぽ現代国語の文法や文学，あるいは古

文や漢文の知識，理科であれば物理学，生物学，化学，

地学の諸領域の知識など，各教科の専門分野の知識を得

るためのものである。これらの知識を入手するために，

国語であれば，主題領域の専門図書や文学作品などを読

み，理科であれば科学雑誌や事典類などを利用する。教

員は教員養成課程において，一定レベルの専門分野の知

識を習得するための科目を履修する。しかし，個々の教

員の専門領域はもともと非常に狭く，例えば理科の教員

などは，物理学・生物学・化学・地学等の領域のすべて

を専攻しているわけではない。自分の専門以外の領域に

ついては基礎的な事項を学ぶのみの場合が多い。そのよ

うな現状であるにも関わらず，生徒には全領域にまたが

る内容を教えなければならない。そのため，教科指導を

行っていくためには，教員自身がこれらの専門的知識を

得る必要が生じてくる。インタビューでは，理科と社会

科を担当する教員にそのような苦労をしている場合が見

受けられた。また教科を問わず，社会の変化，科学や技

術の進歩，あるいは新しい学説の登場などによって，今

まで教えてきた内容の根本的な事柄が変化してしまう場

合がある。そうなると，教員は担当教科の分野について

新しい知識を得た上で教育を行わなければならない。こ

のように，教員になってからも，教科の専門分野の知識

を絶えず入手していく必要があるため，「ケ・特定の主

題分野の知識を得るための雑誌や図書」の利用程度が高

くな：つたと考えることができる。

　「サ．教科書の指導書」「イ．教育実践に関する：専門図

書」「キ．研修や講座などでの配布資料」もよく利用され

る記録情報であったが，これらは実際の授業での教え方

具体的な教材の提示方法など，授業での指導方法を考え

る際に参考になる記録情報である。特に「サ．教科書の

指導書」には教科書の単元にそった指導案が載っている

し，「キ．研修や講座などでの配布資料」には，他の教員

が工夫した非常に具体的な指導事例が載っている。

　研修等は都立教育研究所の教職員研修でも各教科に関

する講座19）が開かれており，また区や市で持たれる，よ

り狭い地域での研修等に参加する機会もある。また，補

足インタビューを行った英語教員は，これらの公的な研

修の他に，語学学校などが企画する教員向けの研修に参

加することも多いと述べていた。これらの教科に関する

研修は，授業の具体的方法や教材の工夫などのすぐに役

立つテーマを扱うことが多く，研修そのものと同時にそ
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第8図　特別活動における，各記録情報の利用程度

こで配布される資料は，非常に役立つものでありよく活

用されていると考えられる。

　「シ．指導事例集（市販のもの）」，「ク．教育専門の雑

誌や新聞」も比較的よく利用されている。「シ．指導事例

集（市販のもの）」は各教科各学年の教科内容に則して，

さまざまな種類のものが出版されており，また「ク．教

育：専門の雑誌や新聞」も各教科の教科指導をテーマとし

た雑誌が出されている。これらは「サ．教科書の指導書」

とは異なって，教科書の内容に完全に適合しているもの

ではない。しかしインタビューでは，教科書で新しい単

元に進むときに，定期購読あるいは購入しておいたこれ

らの記録情報の中から，その単元で参考になるものを選

び出しよく活用しているという意見が聞かれた。

　「コ．一般の雑誌や新聞」もよく利用されていたが，イ

ンタビューではこれを，特に国語や社会科の場合に，授

業で児童生徒に提示する教材を探すために用いるという

利用方法が多かった。

2．特別活動

　次に「特別活動」であるが，この結果は第8図のよう

になった。（この「特別活動」と次の「生活指導」では，

「教科指導」で用いた「セ．教科書の指導書」「ソ．指導

事例集」は質問項目から除いてある。）「教科指導」に比

べて，全般的に記録情報の利用程度が低くなっている。

ここで「よく利用する」という回答率が最も高かったの

は，「ク．教育専門の雑誌や新聞」である（22．8％）。また

「イ．教育実践に関する専門図書」（21．7％），「コ．一般の

雑誌や新聞」（19．6％）も「よく利用する」回答者の割合

が，比較的多い。また「よく利用する」と「ある程度利

用する」割合の合計を比較すると，「イ．教育実践に関す

る専門図書」（71．7％），「コ．一般の雑誌や新聞」（71．8％）

「キe．研修や講座などでの配布資料」（67．0％）が高い。

　「ク．教育専門の雑誌や新聞」の利用程度が，高かった

が，インタビューによれば，『中学教育』などの中学の教

育一一般を扱う雑誌が，特別活動のために利用されてい

た。たとえば活発に話し合いをさせるための工夫など学

級活動上のアイディアを得るといった利用方法である。

特に経験の少ない教員は，学級の班編成の仕方や学級新

聞の作り方など，教育実習では学ぶ機会の少なかった事

柄について学んだり，アイディアを得るために利用する

傾向が一一層強くなる。

　一方「ほとんど，まったく利用しない」という回答率

が高い記録情報は，教科指導の場合よりも非常に増えて

いる。「エ．大学の研究紀要や学会誌」はほとんど利用さ

れていない。また「ア．教育学や心理学などの高度な専

門図書」も68．5％の回答者が利用していないと答えて

いる。これらは，「教科指導」でも，利用程度の高くない

記録情報であり，この「特別活動」でその傾向が強まっ

ている。さらに「ケ．特定の主題分野の知識を得るため

の雑誌や図書」や「オ．学校・教育研究所の研究紀要」

も利用していない教員が多い。この両者は「教科指導」

では利用程度が低くなかったのであるが，「特別活動」に

おいて利用が少なくなっている。

　利用されない記録情報が多くなっているのは，学級活

動や学校行事などの「特別活動」において必要とされる

知識が，「教科指導」で必要とされるものに比べ，より一

層個々の学級あるいは学校という特定状況に密接に関わ

った知識であることも一つの理由と考えられる。たとえ

ば行事の計画の進行などは，前年までにその学校で行っ

た例を参考にする場合が多い。そのため今回の調査でカ

テゴライズした記録情報の利用が，全体的に少ない結果

になったと考えられる。

3．生活指導

　「生活指導」における結果は第9図にまとめた。「特

別活動」に比べると総体的に記録情報の利用程度が高く

なっている。「よく利用する」という回答率が高いのは

「コ．一般の雑誌や新聞」，「ウ．教育観などを養う図書」，

「イ．教育実践に関する専門図書」である。「よく利用す

る」と「ある程度利用する」の合計では「キ．研修や講

座などでの配布資料」が高い。また「ク．教育専門の雑

誌や新二聞」の利用も比較的多い。
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第9図　生活指導における，各記録情報の利用程度

　今日，非行や登校拒否，いじめ，教員に関する問題な

ど「生徒指導」に関連した教育問題は，社会的に深刻な

問題の一つとして新聞・雑誌で扱われることが増えてい

る。そのため「コ．一般の雑誌や新聞」の利用程度が高

くなったと考えられる。また「ウ．教育観などを養う図

書」がよく利用されているが，この記録情報は他の活動

においては利用がそれほど多くなかったものである。

　「キ．研修や講座などでの配布資料」も比較的よく利

用される記録情報であった。近年校内や校外の研修で

も，生徒指導関係の研修が増えていることが，事前イン

タビューで知ることができた。また都立教育研究所でも

毎年希望者を募って実施している教職員研修において，

「生活指導」に関する講座や「スクール・カウンセラー

研修講座」を設けている19）。特に後者は，受講者を抽選

で決めなくてはならない程，定員に比して希望者が非常

に多い。いじめや登校拒否の増加している今日，教員は

この領域に強い関心を持つようになってきており，これ

らの研修や講座などで配布された資料を参考にすること

も多いと考えられる。

4．　全体的傾向

　以上3つの教育活動について，それぞれの記録情報の

利用程度をみてきたが，これらの活動で共通して言える

ことは，「ア．教育学や心理学などの高度な専門図書」

「エ．大学の研究紀要や学会誌」など教育学関係の記録

情報の利用が少ないことである。そして反対に，実際の

教育活動に直接活かすための，具体的な方法やアイディ

アを得ることのできる記録情報の利用が多い（イ．教育

実践に関する専門図書，オ．学校・教育研究所の研究紀

要，キ．研修や講座などでの配布資料，ク．教育専門の

雑誌や新聞など）。これは教育活動にとって必要性の高

い「知識」と傾向が一致している。

　千葉県総合教育センターが小中学校の教員に対して実

施した調査では10），「理論」よりも「具体的指導」や「教

科に関するもの」の利用が多い結果となっている。今回

の調査もそれと同様の傾向をみせたということができ

る。またBath大学の研究結果では，「研究成果に関す

る情報」はあまり利用されず，「教えている主題に関す

る情報」に教員は関心を持つとされている3）。今回の調

査結果ではこの「教えている主題に関する情報」を入手

するための，「教科指導」における「ケ．特定の主題分野

の知識を得るための雑誌や図書」は，確かに利用程度が

高いという結果が出ており，Bath大学の研究結果と一

致する。

　しかしながら，Bath大学を初めいくつかの先行研究

が論じているように4）20），教員が「研究成果に関する情

報」を利用しないという結果は，今回の調査から速断す

ることはできない。すなわち，確かに「ア．教育学や心

理学などの高度な専門図書」や「エ．大学の研究紀要や

学会誌」などの利用程度は総じて低かったが，「オ．学

校・教育研究所の研究紀要」については，ある程度利用

されていたからである。基礎的な教育学・心理学等の研

究成果が直接必要とされることは少ないにしても，学校

や教育研究所などで行われている教育現場に則した研究

は，教員自身も興味を持ち，教育活動でも活用されてい

ると考えられる。

　また，基礎的な教育学・心理学に関する研究成果の利

用程度が低いからといって，これらの知識が教育活動に

まったく必要ないと考えることはできない。Gillian

Squirrel等は21），教員養成課程の学生を対象に読書傾向

を調べているが，教育実践（実習）が始まると同時に，

学生たちはより「実践的な知識」を必要とするようにな

ることがわかっている。たとえばグループの作り方や教

材の活用方法などである。しかし中には具体的方法だけ

でなく，より広い原理を理解することが必要であると考

えている学生も存在した。つまり，ある特定のアプロー

チの背後にある理論を理解することによって，そのアプ

ローチを行うことに自信を持つことができるためであ

る。このように考えると，確かに教育学や心理学等の

「理論的な知識」は教員にとって第一に必要な知識ではな

いかもしれないが，それが全く必要ないとはいえない。
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今回の調査結果から言えるのは，教員が教育学・心理学

等の研究を参照する程度が低いということである。

D．教育活動の違いによる，利用傾向の差異

1．利用程度の違いを表現した尺度

　教員の記録情報の利用傾向としては，全体として以上

のようなことが言えるが，それぞれの教育活動において

は，よく利用される記録情報が必ずしも一致せず，利用

傾向に違いがみられた。そこで各活動における記録情報

の利用傾向を比較して，どのような違いが生じているか

確認することにした。

　調査では，利用程度を3段階に分けている。すなわち

「よく利用する」と「ある程度利用する」，そして「ほと

んど，まったく利用しない」である。ここでいま，2種

類の記録情報（a），（b）の利用程度について，以下のよう

な回答結果があったとする。

（a）

（b）

o 100　o／．

一ある程度利用する

………婁：：：1：：萎1轄li彗ほとんこまったく利一

　　　　一
奄奄奄猿Oi・一

　この二者を「よく利用する」だけで比較すれば，（a）

をよく利用すると回答した人の割合の方が，（b）をよく

利用すると回答した人の割合よりも多いので，（a）は（b）

よりも利用程度が高いということになる。しかし「ある

程度利用する」まで含めた場合には，逆に（b）の方が回

答者の割合が多くなるため，（b）の方が利用程度が高い

ということになる。このような場合，どちらが利用程度

の高い記録情報なのか判別しずらい。同じ利用する場合

でも「よく利用する」と「ある程度利用する」との間に

は利用程度に差があるので，この差を何らかの方法で表

したうえで，比較する必要がある。また記録情報を利用

する程度が全体的に高い活動と，全体的に低い活動とが

あるので，例のようなデータのまま教育活動間の比較を

行うことは適切ではない。

　そこで，次のような手順で計算を行い，利用程度の差

異を比較しやすくすることにした。まず利用程度の「よ

く利用する」に3を，「ある程度利用する」に2を，「ほ

とんど，まったく利用しない」に1の数値を与える。

そしてそれぞれの教育活動で記録情報ごとに，この値を

元にした平均値を計算する。つまり，ある記録情報の利

用程度「3」がr人，「2」がs人，「1」がt人いた場

合，　この記録情報の利用程度の平均値は，3r＋2s＋t／（2’

＋S＋t）で計算される。こうして求められた数値を，各

記録情報の利用程度を示す値とした。次にこの各々の利

用程度から，各活動全体の利用程度の平均値と標準偏差

を求めた。その後，最初に計算した各記録情報の利用程

度の標準化を行った（標準化の公式：各活動全体の利用

程度の平均μ，標準偏差σ，各記録情報の利用程度Xと

すると，z＝（κ一μ）／σ。　zが標準化後の値）。これにより，

教育活動間の平均と標準偏差が揃えられたことになる。

教育活動間の利用程度の比較が行いやすい形となった。

2．　利用傾向の差異の分析

　こうして求められた値を図に示したものが第10図で

ある。この図をみると，教育活動間の利用程度がだいた

い同じ記録情報と，非常に差があるものとがあることに

気づく。

　例えば「イ．教育実践に関する専：門図書」や「キ．研

修や講座などでの配布資料」，「コ．一般の雑誌や新聞」

などは，どの教育活動でも利用程度の高い記録情報であ

る。また「エ．大学の研究紀要や学会誌」はどの教育活

動でも利用程度が低い。

　逆に教育活動間で利用程度に大きな開きがある記録情

報についてみると，「ア．教育学や心理学などの高度な

専門図書」は，「生活指導；」においての利用程度が他の活

動よりも非常に高くなっている。さらに「ウ．教育観な

どを養う図書」も「生活指導」が最も高く，次に「特別

活動」でよく利用されているが，「教科指導」では非常に

利用程度が低い。それとは反対に「ケ．特定の主題分野

の知識を得るkめの雑誌や図書」が，「教科指導」で他の

活動に比べて特によく利用されている。「ク．教育専門

の雑誌や新聞」は「特別活動」で特に利用程度が高く，

「生活指導」でもよく利用されているが，「教科指導」で

はそれほど利用程度が高くない。

　以上のように，いくつかの特定の記録情報は，その利

用程度が教育活動によって非常に異なっている。このよ

うな結果になったのは，それぞれの教育活動で必要とな

る情報の種類が，違うためであると予測できる。

　そこで，どのような違った利用傾向があるのかわかり

やすく分析するため，次のような視点を設けた。すなわ

ち，その記録情報の内容が①研究に関するものか実践に

関するものか，②背景的な知識を得るためのものか具体
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的なアイディアを得るためのものか，③教育に関するも

のか教育以外のものかという視点である。各記録情報の

内容をこの3つの視点にそれぞれ照らしあわせて検討

し，各視点ごとにグループ分けを行った。そして第10図

のデータをヒストグラムに書き直したうえで，それぞれ

の教育活動でどのような利用傾向が存在するか比較し

た。

　a．研究一実践

　まず研究か実践かという視点である。内容が研究に関

するものであるか，あるいは実践に関するものであるか

によって記録情報を分け，その中間に位置するものをも

う1グループ作って間に置き，グラフに示した（第11

図）。これによると，どの活動も実践に関するものの利

用の方が高くなっている。それに比べて研究は非常に低

い。教員は研究よりも実践に関する記録情報をよく活用

していることが確認できる。多忙な教員が教育の現場で

まず必要とするのは，明日の授業をどのように行うかと

いった，具体的な問題にすぐに対処できる情報であると

いえる。特に「特別活動」で最も強くこの傾向が出てい

る。しかし「生活指導」では，研究や中間に位置する記

録情報の利用が他の活動に比べて多くなっている。

　b．背景的な知識一具体的なアイディア

　ここでは教育学や理論または教育観などの，教育に関

しての背景的な知識を得る記録情報であるか，あるいは
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第12図
　〈背景的な知識と具体的なアイデア〉
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指導方法や手法などの具体的なアイディアを得るもので

あるかによって分けている。やはり中間的内容のものは

両者の間に置いた（第12図）。「教科指導」では明らかに

具体的なものに片寄った傾向がある。「特別活動」でも具

体的な記録情報がよく利用されている。しかし「生活指

導」では背景的な知識も他の活動に比べて非常に利用程

度が高いという特徴がでている。

　c．　教育一教育以外

　最後に内容が教育に関係したものか，あるいは教育以

外の一般のものであるかによって分け，比較した（第13

図）。これによれば「特別活動」や「生活指導」では教育

に関するものの利用が高いが，「教科指導」において

は教育以外の記録情報の利用が非常に高い。「教科指導」

では，担当教科の専門分野の知識を得る必要が非常に強

く，このような結果となったと考えられる。

　以上の分析から，次のようにまとめることができる。

まず「教科指導」では，実践と具体的なアイディアに関

する記録情報の利用が多く，実際の授業でそのまま参考

にして活用できる情報を必要としている。また教科の専

門分野の知識も必要性が高い。次に「特別活動」では，

実践と具体的なアイディアの利用の傾向が一層強く，研

究や背景的な知識の利用は非常に少ない。そして「生活

指導」では，研究や背景的な知識が他と比較して必要の

程度が強いことがわかった。

　このような傾向の違いは，それぞれの活動の性質平起

こってくるものと考えられる。すなわち「教科指導」は

既に授業で教える内容がある程度定まっている。そこで

その内容をどうやって児童生徒に教えるのかということ

に教員の関心があるといえる。そのため具体的な授業の

ための指導方法やアイディアが，また研究よりも実践に

関する記録情報がより必要となってくる。そして，「特別

活動」でも教科指導と同様のことがいえる。またこの2

つの教育活動は，経験を積むことによって自分なりの方

法を確立できれば，以前の方法を参考に指導することが

比較的たやすくできる。しかしながら「生活指導」の場

合は，生徒の個別の問題を扱った領域であるだけに，個

々のケースによる差異が大きく，以前用いた方法を利用

しても効果的な指導が行えないことも多い。またそれだ

け，他の教員が他の学校で実施した具体的な実践事例を

そのまま当てはめることが難しいと，何人かの教員がイ

ンタビューで述べていた。つまり「生活指導」は，具体

的な方法を知るだけでは問題を解決することができない

ので，より基礎的な教育学や心理学，あるいは教育学と

いった知識も必要となる。そしてそこから，その教員が

直面している生活指導上の問題に対して解決方法を見つ

け出していかなければならない。
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第13図　教育活動による利用程度の差異
　　　　　く教育と教育以外〉



教育活動における教員の記録情報利用

V．おわりに

　今回の調査および分析から，教員がよく利用する記録

情報は，教育活動によって異なっていることがわかっ

た。学校図書館などの教員に対する情報提供機関は，そ

れぞれの教育活動における記録情報の利用傾向をも踏ま

えてサービスを行うことが望まれる。

　具体的には，まず教員が教科指導を効果的に行うため

に，教科指導の実践に関するものや具体的な指導事例を

扱った記録情報を揃える必要がある。また特別活動のた

めには，やはり具体的な指導事例が役に立つ。そして生

活指導のためには，具体的な指導方法だけでは不十分

で，背景的な教育学や心理学，教育観などの記録情報を

提供する必要がある。また教科指導のためには，専門教

科の主題に関して学べるような記録情報も揃えることが

重要である。

　教員にとって最も身近に存在する情報提供機関は学校

図書館である。しかしながらわが国の学校図書館は，教

員がこれらの記録情報を入手する場所としてはまだまだ

整備が不十分である。学校図書館の設置率は100％近く

に達しているが，図書館の広さや蔵書冊数は，いずれも

全国学校図書館協議会が提示した最低基準を大きく下回

っている22）。さらに学校図書館は児童生徒向けの図書を

サービズするところという認識が強く，教員のためのサ

ービス機関とはあまり考えられていない。千葉県総合教

育センターの実施した調査結果10’11）でも，教員のための

記録情報は職員室に配置されており，分類したり目録を

とったりされずにそのまま放置されている。今回のイン

タビュー調査で訪れた学校でも，学校図書館が教員向け

の記録情報を整備してサービスを行っているところはな

かった。また多くの場合，記録情報は学校図書館から入

手するのではなく自分で購入していた。教員は必要なも

のは個人で揃え，それを個人的に使用しているのが現状

である。

　このような現状にもかかわらず，教員はさまざまな記

録情報を教育活動ごとに多様に使い分けている。現在ま

で見落とされていた学校図書館のもう一つのサービス対

象である教員が，教育活動を行うために記録情報をこれ

だけ活用していることを，再度認識する必要があると思

われる。そしてまず教員に対するサービスが，学校図書

館によって開始される必要がある。そしてその上で，先

に述べた教育活動に即した情報提供の在り方を応用でき

ると考える。

　本稿では教育活動における記録情報の利用について，

教育活動，特別活動，生活指導の3つの教育活動を選び，

そこでの利用を明らかにした。しかし，進路指導につい

ては，今回は具体的な記録情報に関する調査を行わなか

ったものの，教員が情報を必要とする程度が高い活動で

あった。この教育活動では入試データなど，本稿のカテ

ゴリーにはない記録情報が利用される可能性があるが，

それに関しては今後調査が必要である。また今回は主に

出版されたりして，比較的に公の入手が可能な記録情報

を対象にして調査を行った。しかし，特別活動では学校

行事のために作成したプリント資料を利用するという意

見も聞かれ，他の教育活動でも，個々の学校で作成され

た資料や教員個人が作成した資料などが利用されている

と予測される。どのような場合にこれらの資料が利用さ

れているか，また今回カテゴライズした記録情報の利用

方法とどのような相違があるかについても今後明らかに

する必要があると思われる。教員側のニーズを明確に把

握し，これから学校図書館をはじめとする情報提供機関

が行っていくべき，教員のためのサービスの在り方をよ

り一一層具体的に追及していくことが求められる。

　なお，本稿は修士論文での研究に基づいている。慶鷹

義塾大学文学部の細野公男教授には，研究を通して懇切

丁寧なご指導をいただいた。また同大学文学部図書館・

情報学科の先生方や大学院生にも，折りに触れ貴重なご

助言をいただいた。この場をお借りし，あらためて感謝

の意を表します。また，調査にあたってご協力いただい

た多くの教員の方々に，心からお礼申し上げます。
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教育活動における教員の記録情報利用

付　録：質　問　紙 　A　　　　　B　　　　　C

教科指導　特別活動　生活指導

性別：男・女

教員歴： 年目

いつれかを○でお囲みください。

担当教科： ＿＿＿＿（複数の教科を担当していらっしゃる場合は

　　　　　　最も中心となる教科をご記入下さい。）＊＊

担任クラス：　有（学年 年）　・　無

学内にいらっしゃる担当教科が同じ教員数（御自分を含めて）： 名

ウ．教育観などを養う図書

エ．大学の研究紀要や学会誌

オ．学校・教育研究所（都区市立）

　　　　　　　　の研究紀要

カ．教育研究会や研究発表会の報告書

キ．研修や講座などでの配布資料

m
u
m
m
m

a
m
p
m
m

m
m
u
m
o

＊＊複数の教科を担当しておられる方は、次ページ以降の教科に関する質問

　　につきましては、上記の「担当教科」の欄にお書きになった教科の指導

　　についてあてはまることをご記入ください。

ク・ ¥騰難薪醗）□
　　特定の主題分野の知識を得るため
ケ．の雑誌や図書（例えば文学作品や
　　評論、一般の科学雑誌など） m

v
D

m
m

この調査では、教育活動には次のA～Eの5つの領域があると考えております。

rA．教科指導
　　　　各教科・道徳の授業や指導（準備・実施・評価）、試験など
B．特溺活動…・学校における諸活動の指導
　　　　生徒活動（生徒会活動／クラブ活動／学級活動）の指導や助言、学校
　　　　行事の指導など
C．生活指導…・生徒が人間として健全に成長するための指導
　　　　例えば非行やいじめ、登校拒否などの問題をもつ生徒に対する指導など
D．進路指噂
　　　　進学や就職のための指導や助言

E．部活動

コ．一般の雑誌や新聞
　　（例えば『朝日新聞』、
　　　など）

rNewsweeks　M

サ．それぞれの活動に関連する
　　　　　　　　　　　写真や写真築

シ．それぞれの活動に関連するビデオ

ス．それぞれの活動に関連する
　　　　　　　　　　　　録音テープ

セ．教科書の指導書

ソ．指導事例集
　　　（市販されているもの）

a
o
o
m
m

m
m
D
m

m
m
u
n

その他活動・指導のためによく利用する記録情報がありましたら、ご記入ください．

1．教育活動と利用する情報について （ ）

（1）教育活動に必要な記録情報

①先に示したA～Eの教育活動の中で、本・雑誌・各種の報告書を見たり研修に参加
　するなど、外部（自分以外のところ）から知識や情報を得る必要が強いのはどれで
　すか？　最も必要なものと次に必要なものをAからEの認号でお答えください。

最も必要

次に必要

m
m

②各教育活動のうち、「A　教科指導」「B　特別活動」「C　生活指導」を行うに
　あたり、よく利用し役立てている記録情報はどれですか？　ア～ソにあげた記録情
　報に関してそれぞれの活動に役立てている程度を、下の1～3の評価の中から選び
　その数字をそれぞれのロにご記入ください。

（2）教育活助で利用する知識

①教育活助を行っていくために、次にあげるa～iの知織をどの程度必要となさって
　いますか？　最もあてはまるものを選びその数字にOをおつけください．

（例）

と　　あ　　あ　　ま
て　　る　　ま　　っ
も　　程　　り　　た
必　　度　　必　　く

翼　　必　　要　　必
と　　要　　と　　翼
す　　と　　し　　と
る　　す　　な　　し

　　る　　い　　な
　　　　　　　　い

1　　よく利用する

2　　ある程度利用する

3　　ほとんど、あるいは
　　　まったく利用しない

（例）

ア．教育学や心理学などの

　　　　　　　　高度な専門図書

イ．教育実践に関する専門図書
　　（教育実践の理論やノウハウ）

　A　　　　B　　　　C
教科指導　特別活動　生活指導

m
m
m

凹

m
m

m
m
m

i＠　3　4
F一一一一・一一一t一

a．教育学　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4
　　　　（教青とは何か、教師とは何かなど）　卜一一→一一＋一一，

b．教育学の知織　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4
　　　　（適團睦的な教育学や敦育心理学など）　トー一4一一→一一→

c．実践的な教育学の知識
　　　　（学習方法の理論など）

d．教育行財政についての知識

e．教材・教科書や資料についての知識
　　　　（どのような教材があるかなど）

f．教科の分野に関する専門的知識

1　　2　　3　　4
F一一一一一一一一一一一十一一一一一F一一一一一1

1　　2　　3　　4

1　　2　　3　　4

F一1　　2　　3　　4
i一一一一一一一一．一

g．具体的な授業方法や指導方法についての　　1　　2　　3　　4
　知識（どのように指導すれば効果的かなど）トー一←一一4一一一→

h．生徒の行動や心理についての知識
　　（生徒は何を考えどう行申するかなど）

i．個々の生艶の行動や成績、心理状態

1　　2　　3　　4
e一一一一一一一一一F一一・一一一一一一・一一一一一一t

1　　2　　3　　4

外
部

上

戸
　肖

る

＠

m
m
a
m
a
m
m
ll

m
②①のa～iで「とても必要とする　2」「ある種壷心血とする　3」とお答えに
　なった項目のうち、本・雑誌などの記録情報を見たり、研修に参加するなど、明日
　から得る必要が強い知識はどれですか？　a～iについて、それぞれの右側の「外
　部から得る必要が強い②」の欄に0をご記入ください．
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（3）授業の準備について

①教え方についてあてはまるものを⊥2選登、記号に○をおつけください．

a．だいたい教科書にそって教えている。
b．教科書に自分の選んだ教材をおりまぜて教えている。
c．教科書を使用することの方が少ない．

②授業の準傭はどのようになさっていますか？ユニ2選んで記号に0をおつけください。

a．以前に作った自分の指導案・ノートを見るだけでだいたい準備はできる。
b．自分の指導案・ノートに加えて教科書指導書やその他の資料も見て修正する。
c．以前の方法はあまり参照せず、指導書やその他の資料を見てもう一度はじめ
　　から方法を考え直す。

d．自分の指導壌・ノートは見ないが、以前に行った方法を思い出して行う。

e．その他
　　　A体的に

・・一 q入手方法〉

a．自分で購入、あるいは所有しているものを使う。
b．教員に借りる。　（学内の教員、他校の教員のどちらも含む）

c．学校の図書室あるいは資料室で利用するか、借りて利用する。
　　　（学校の備品であるものを利用する場合もここに含む）
d．公共図書館や公共の視聴覚ライブラリーで利用するか、借りて利用する。

e．教育研究所（センター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
f．大学図書館、国立国会図書館など

g．その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

②①のア～ソの情報について、参考にしたいがなかなか入手しづらい、もっとたや
　すく入手できるようになって歓しいというものがありましたら、前ページの各記録
　情報の右側にある「②よりたやすい入手を希望」の欄にOをご記入ください。また
　その他にたやすく入手したい資料などの記録情報がありましたら、下にお書きくだ
　さい。

③その際によく参考tする記録情報はどれですか？　次のa～1の中で醸当するもの
　がありましたら、いくつでも選んでOをおつけください。

a．教青学や心理学などの高度な専門図書
b．教育実践に関する専門図書
。．教育観を養う図書
d．大学の研究紀要や学会誌
e．学校・教育研究所（都区市立）の研究紀要
f．教育研究会や研究発表会などの報告書
g．研修や講座．などでの配布資料

h．教育専門の雑誌や新聞
i．教科の分野の知識を得るための雑誌や図書
j．「般の雑誌や新聞
k．教科書の指導書
1．指導事例集（市販のもの）

（ ）

④「教科書の指導書」はどの程度利用しておられますか？　⊥2選んで記号にOをお
　つけください．

a．ほとんどの場合、指導書からアイディアを得ている。
b．一応は指導書に目を通すが、あまり書かれていることは利用しない．
c．指導書は利用しない．

⑤④で「b」あるいは「c」と答えられた方はご回答ください。指導書を利用しな
　い場合、準備はどのようになさっていますか？　⊥2選んで記号にOをおつけくだ
　さい．

a．指導事例集やその他の記録情報（専門書、雑誌、研究紀嬰など）を参照する。
b．同教科担当の教員に相談する．
C．今までの経験や積み重ねた知識から教え方を考える。

d．その他
　　　具体的に

③①のア～ソの記録情報の入手を便利にするために、これらを提供する機関として
　はどこが適切だとお考えですか？　⊥：⊇型選んで記号に○をおつけください。

a．学校図書館（あるいは学校の資料室）
b．都区市立の教育研究所（教育センター）

c．大学教育学部の図書館
d．公共図書館
e．教育関係の情報提供を行う教育情報センター（そのような機関が新たに作
　　られたとして。）

f．その他　具体的に

④　それはなぜですか？　③でその機関をお選びになった理由として、もっともあて

　はまるものを⊥⊇嵐選び、記号に0おつけください。

a．多様な情報をたやすく得ることができるから。
b．専門家の助言が得られるから。
c．近いので入手が容易だから。
d．適切な情報が短時間で入手できるから。

e．その他　具体的に

⑤記録情報を入手する際に、次のようなことがらについてご不満を感じておられます
　か？　ご不満を感じておられるものがあれば、いくつでも選んでその記号に○をお
　つけください。

a．欲しい記録情報がなかなか手に入らない。
b．記録情報にどのようなものがあるのかよくわからない。
c．どこにあるのかわからない。
d．どの記録情報を見ればよいのかわからない。
e．記録情報をどうやって探したらよいのかわからない。
f．その他　具体的に

（2）敦育活動上のお知りになりたいことや疑問点の解決方法について

①敦育活動上、何か知りたいことや疑問点が生じたとき、あなたはどうなさいますか。

　⊥2だ鵬んで記号にOをおつけください。

ll．記録情報の入手について

（1）記録情報の入手場所について

①次に示すア～ソの記録情報はどうやって入手しておられますか？　次ページにあげ

　るa～gのλ手方法のうち骸当するものを選んで、「入手方法①」の欄に溌号でお
　答えください。ア～ソの中で使用しない記録情鞭には×をご記入ください。また入
　手方法が1つ以上ある場合には「他の方法」の欄にご記入ください。

（例）

ア．教育学や心理学などの高度な専門図書

イ．教育実践に関する専門図書

ウ．教育鶴を費う図書

エ．大学の研究紀要や学会誌

オ．学校・教青研究所の卵割紀更

カ．教青研究会や研究丁丁会の報告書

キ．研修や講座などでの配布資料

ク．敦育専門の雑誌や新聞

ケ．特定の主題分野の雑詰や図書

コ．一一般の雑誌や新陶

サ．教科書の指導書

シ．指導事例集（市販のもの）

ス．写真や写真集

セ．ビデオ

ソ．録音テープ

入
手

方

法

。

他

の
方

法

［m

よ

舞

霧
い蕎

回

a．主として記録情報を参照する．　（→②へ）
b．主として人に尋ねる。
c．記録情報も参照するが人にも尋ねる。
d．どちらもしない。

（→②へ）

②①で「a」あるいは「c」と回答なさった方のみお答えください。その記録情報
　はどのように探しておられますか？　あてはまるものをいくつでも選んで記号に○

　をおつけください。

a．思いつくままに手にとって探す。
b．同僚の教員に、該当する資料名を尋ねる。
c．図書館員や専門家に尋ねる。
d．図書館で目録を調べて探す。
e．文献目録や索引誌（教育索引等）などの二次資料を利用して探す。

f．その他
　　　具体的に

③あなたのお知りになりたかったことや疑問点は、あなたが①でお選びになった方
　法で、多くの場合解決できますか？　もっともあてはまるものを⊥2選び、記号に
　○をおつけください。

a．十分に解決できる。
b．ある程度は解決できる．
c．あまり解決できない．
d．ほとんど解決できない。

皿．新しい形の情報について

（1）現在東京都立教育研究所では、　「学校教育情報システム」の構想が検討され開発段

　階にあります。これが実現すると、学校や教育研究所などの紀要や報告書に載ってい
　る文献を、コンピューターを使ってすばやく検索すること（どの資料に何が記載され
　ているかを知ること）ができるようになります。

①学校から直接検索できるようになったとしたら、あなたはこのような情報システム
　を利用したいとお思いですか。．9　：S一！1！2pt－2に○をおつけください。

a．利用したい　　　　　　　　（→②へ）
b．利用したいとは思わない　　（→③へ）

②①で「a．利用したい」とお答えになった方は、その理由をお述べください。い
　くつ○をおつけになっても結構です。

a．紀要や報告書に載っている情報が、幅広く入手できるから。
b．紀要や報告書に載っている情報を、迅速に知ることができるから。
c．自分が必要とする情報が、的確に得られるから。
d．その他　具体的に
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③①で「b．利用したいとは思わない」とお答えになった方は、その理由をお述べ
　ください。いくつOをおつけになっても結構です。

a．紀要や報告書に載っている情報は、不必要であるから。
b．システムの利用に慣れるのが大変だから。
c．必要な文献がどこに記載されているかわかっても、実際の記録情報が入手
　　できない場合が多いと思われるから．

d．その他
　　　具体的に

（2）千葉県旭地載教育情報センターでは、地域に関する統計情報を表やグラフで表示し

　たものや、単元で使用する写真、年表・地図などを、パソコンネットワークを使って
　旭周辺地区の小学校に提供しています。この地区の小学校では、これらの教材を直接
　授業で利用することができます。

①今のところ小学校を対象にしていますが、もし内容が中学校の各教科に即したもの

　であれば、あなたはこのような情報システムを利用したいとお思いですか？　畳
　SQ1一L2に0をおつけください。

a．利用したい
b．利用したいとは思わない

（→②へ）
（→③へ）

②①で「a．利用したい」とお答えになった方は、その理由をお述べください。い
　くつOをおつけになっても結構です．

a．授業にそのまま利用できるから。
b．授業で使用する教材を、迅速に入手することができるから。
c．授業で使用する教材を、適切に入手できるから。

d．その他
　　　具体的に

③①で「b．利用したいとは思わない」とお答えになった方は、その理由をお述べ
　ください。いくつOをおつけになっても結構です。

a．この種の教材を授業で使用する必要はないから。
b．システムの利用に慣れるのが大変だから。
c．今までの方法で、この種の教材を入手できるから。

d．その他
　　具体的に

IV．教員の研修・学習機会について

（1）次に示す研修や研究発表会などに、去年一年間でどのくらい参加なさいましたか。

・校内研修　・…………・…・．．…’…．．”■一”．．’’”層●’

・他校で行われる研修・研究発表…・…・…………・…・
・教育研究所（教育センター）の講座やセミナー・・………
・教育研究会などの研究発表会　・・……・………・…　…・
・その他

　具体的に

回

回

日

回

（2）次に示す教員の資質や技能を高めるための機会は、自己の教育活動にどれくらい役
　立っていると思われますか？　もっともあてはまるものを選び、その数字に○をおつ
　けください。

a．学内研修や他校の研修への参加

b．教育研究所（センター）の講座やセミナー

。．研究発表会の聴講

d．自己学習

非　　役　　あ　　全　　二
二　　立　　ま　　然　　加
に　　っ　　リ　　役　　し
役　　て　　役　　立　　な
立　　い　　立　　っ　　い
っ　　る　　っ　　て　　　・

て　　　　　て　　い　　行
い　　　　　い　　な　　わ
る　　　　　な　　い　　な

　　　　　　い　　　　　　　い

1　　2　　3 4 5

1　　2　　3　　4　　5

1　　2　　3　　4　　5

1　　2　　3　　4　　5

これでアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。

　なお、アンケートでは得られない事項に関して、インタビューを行うことを考えており
ます。インタビューを受けてもよいとお思いでしたら、お手数ですが下の欄にお名前とご
連絡先をご記入ください。

お名前

ご住所

電話番号

一　160　一


